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主旨

2026年度　特別研究会一般財団法人 生産技術研究奨励会

年　会　費：賛助員の場合　：20万円（別途賛助員年会費１口10万円がかかります）

参　加　費：非賛助員の場合：30万円

 ※上記以外の参加形態もありますので、詳細はお問い合わせ下さい。

定　　　 員：特になし

運 営 方 法：３、４か月に１回程度研究会を開催する。関連分野の研究者・企業関係者からの講演並びに意

　　　　　　 見交換会を行う。また、複数のテーマを設定して、継続した研究を行う。

　　　　　　 上記に関して、東京大学との共同研究を行う。

　低炭素社会の実現に向けて、従来型の大容量集中発電と再生可能エネルギー等の分散型電源、さらには蓄電池

や電気自動車などの需要端の電力貯蔵機能との共存を可能とし、供給と需要の双方向通信による負荷の平準化や

省エネルギーを実現する新しいエネルギーシステムの構築が求められている。また、これまで所与のものとされ

てきた需要を見直し、エネルギーサービスの質を維持しつつも、エネルギー消費量を抑制していく方策について

取り組みが進められている。

　欧米では「スマートグリッド」、「インテリジェントグリッド」等の電力供給ネットワークや、「デマンドレス

ポンス（需要反応）」などの考え方が提案され、再生可能エネルギーの導入、送配電網の柔軟性・信頼性を向上

するための諸技術およびそれらの技術基準の検討が始まっている。

　本研究会では、「エネルギーマネジメント」、「再生可能エネルギー」、「スマートメータ」、「デマンドレスポン

ス（需要反応）」、「電力貯蔵機能」、「スマートグリッド」、「熱電供給」、「電気自動車」、「IT活用」などをキーワ

ードに、新しいエネルギーシステムを考えるための活動を進めていきます。欧米における先進事例や国内外の研

究状況に関する情報を共有し、我が国における新しいエネルギー供給システムの在り方について議論を深めたい

と思います。

荻本和彦

岩船由美子



いずれかに◯をつけてください。３と４については賛助員年会費の口数をご記入ください。
　１.既に賛助員である。賛助員担当者について、上記担当者と同じ
　２.既に賛助員である。賛助員担当者について、他部署の者
　３.既に賛助員であるが、増口する。→　　　　口に増口（１口につき賛助員年会費10万円）
　４.賛助員未入会につき、新規申込みをする。→　　　　口で新規申込み（１口につき賛助員年会費10万円）
　５.賛助員申込みをしない。

2026年度

ください。

下記連絡先まで電子メールでお申し込みください。
　連絡先：一般財団法人　生産技術研究奨励会　特別研究会係
　　　　　〒153－8505 東京都目黒区駒場４－６－１ 東京大学生産技術研究所内Dｗ４０５
　　　　　e-mail：renhisho@iis.u-tokyo.ac.jp
●ＨＰアドレス：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_2026.html
●特別研究会会員規則：http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/shourei/ResearchCommitte/RC_gazou/rc2026/RC-kaiin-ki.pdf

2026年度

特別研究会会員規則に同意の上、お申し込みください。
いずれかに○をつけてください。
 ［　　］新規
 ［　　］継続（継続参加の場合も、年度毎に申込書をご提出ください。）


